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総
会
は
堀
場
淳
副
会
長
の

司
会
で
進
行
。
は
じ
め
に
早

川
会
長
が
「
東
日
本
大
震
災

後
、
イ
ン
フ
ラ
が
整
わ
な
い

中
で
、
被
災
地
の
会
員
の
皆

様
が
育
友
会
の
活
動
に
ご
協

力
く
だ
さ
り
、
ま
た
、
全
国

の
会
員
の
皆
様
か
ら
も
物
心

両
面
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
、
日

髙
義
博
理
事
長
・
学
長
が

「
育
友
会
は
大
学
の
最
先
端

の
情
報
を
発
信
す
る
重
要
な

サ
テ
ラ
イ
ト
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
『
社
会
知

性
の
開
発
』
と
い
う
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
学
生
と
と
も
に
背
負

う
べ
く
、
今
後
と
も
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
来
賓
の
中
野
郁
雄
校
友
会

副
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
議
事
に
入
っ
た
。

議
事
は
「
１１
年
度
事
業
報

告
・
同
決
算
報
告
」
が
な
さ

れ
、
被
災
学
生
等
へ
の
支
援

と
し
て
「
育
友
会
震
災
救
済

支
援
金
」１
億
円
を
拠
出
し
、

５
１
５
人
の
学
生
に
大
学
に

よ
る
学
費
減
免
特
別
措
置
へ

の
支
援
を
行
っ
た
こ
と
な
ど

を
報
告
。
続
い
て
「
１２
年
度

事
業
計
画
・
同
予
算
」
な
ど

が
承
認
さ
れ
、
役
員
改
選
が

行
わ
れ
た
。

新
会
長
に
は
渡
邊
信
氏
が

選
出
さ
れ
、「
学
生
、
父
母
、

大
学
を
緊
密
に
つ
な
ぐ
と
い

う
重
い
責
任
を
果
た
せ
る
よ

う
に
、
常
任
役
員
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
て
が
ん
ば
り
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

最
後
に
退
任
役
員
を
代
表

し
て
、
早
川
前
会
長
が
「『
蒼

翼
の
獅
子
た
ち
』
の
出
版
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
黒
門
を

寄
贈
、
被
災
学
生
支
援
な

ど
、
激
動
の
４
年
間
で
し

た
。
皆
さ
ま
と
出
会
い
、
子

ど
も
へ
の
悩
み
や
将
来
へ
の

期
待
を
共
有
で
き
た
の
が
大

き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
」

と
謝
意
を
表
し
た
。

育
友
会
は
昨
年
、
東
日

本
大
震
災
被
災
学
生
に
対

し
て
学
業
を
継
続
で
き
る

よ
う
物
心
両
面
の
多
大
な

支
援
を
行
っ
た
。
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
た
東
北
と
茨
城

で
の
支
部
懇
談
会
を
修
学

支
援
相
談
会
と
し
て
実

施
、
ご
父
母（
保
護
者
）の

相
談
に
応
じ
た
。
ま
た
震

災
救
済
支
援
金
と
し
て
本

学
に
１
億
円
を
寄
付
し
て

被
災
学
生
の
修
学
機
会
を

万
全
の
態
勢
で
守
っ
た
。

「
今
後
も
サ
ポ
ー
タ
ー

役
と
し
て
の
育
友
会
の
使

命
を
貫
き
、学
生
の
成
長
、

自
己
実
現
を
支
え
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

２
０
０
９
年
、
長
女
が

経
済
学
部
に
入
学
。
「
教

育
は
妻
任
せ
だ
っ
た
が
、

父
親
も
少
し
は
関
心
を
も

た
な
く
て
は
」
と
育
友
会

活
動
に
携
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

活
動
の
な
か
で
、
大
学

や
学
生
た
ち
に
関
す
る
情

報
を
、
会
員
に
き
め
細
か

く
届
け
る
育
友
会
の
役
割

の
大
き
さ
を
認
識
。
ま
た

専
修
大
学
の
卒
業
生
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
着
実

に
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
た
。

昨
年
は
箱
根
駅
伝
に
出

場
し
た
陸
上
部
の
沿
道
応

援
、
今
年
は
大
学
日
本
一

と
な
っ
た
サ
ッ
カ
ー
部
の

決
勝
戦
応
援
に
か
け
つ
け

学
生
、
教
職
員
、
卒
業
生

と
と
も
に
「
オ
ー
ル
専

修
」
一
丸
と
な
っ
て
盛
り

上
げ
る
姿
に
感
動
し
た
。

現
在
、
専
修
大
学
の
校

歌
、
応
援
歌
を
入
れ
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
製
作
を
進
め
て
い

る
。
男
声
合
唱
団
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
と
専
修
大
学
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

の
協
力
を
得
て
完
成
さ

せ
、
大
学
と
の
一
体
感
を

図
り
、
音
楽
で
被
災
地
支

援
を
し
よ
う
と
い
う
も

の
。
来
年
度
新
入
生
の
ご

父
母
（
保
護
者
）
に
配
布

を
予
定
し
て
い
る
。

育
友
会
は
０８
年
か
ら

『
蒼
翼
の
獅
子
た
ち
』

（
志
茂
田
景
樹
著
）
の
刊

行
、
同
書
を
原
作
と
し
た

映
画
『
学
校
を
つ
く
ろ

う
』
の
推
進
活
動
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の「
黒
門
」

復
元
と
、	
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン

ト


を
続
け
て
い
る
が
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
新
し
い
事
業
と

し
て
進
め
て
い
る
。

弁
護
士
歴
２４
年
目
。
多

忙
な
中
、
昨
年
は
親
子
で

学
園
祭
「
鳳
祭
」
や
就
職

懇
談
会
に
参
加
し
た
。「
娘

と
行
動
で
き
る
の
も
育
友

会
活
動
に
か
か
わ
っ
て
い

る
お
か
げ
で
す
」
。
５０

歳
。

２
０
１
２
年
度
育
友

会
定
期
総
会
（
早
川
和

仁
会
長
）
が
６
月
２

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
、
育
友
会

員
と
専
修
大
学
役
員
・

教
職
員
な
ど
１
７
４
人

が
出
席
し
た
。
役
員
改

選
で
新
会
長
に
渡
邊
信

氏
が
選
任
さ
れ
た
。

全
国
支
部
長
会
を
開
催

翌
３
日
に
は
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
本
年
度
第
１
回

目
と
な
る
全
国
支
部
長
会
が

開
催
さ
れ
た
∥
写
真
。
全
国

６７
支
部
の
役
員
ら
約
１
１
０

人
が
出
席
し
、
円
滑
な
支
部

運
営
を
目
指
し
、
活
発
な
議

論
を
交
わ
し
た
。

校
友
会
・
育
友
会
共
催
の

「
留
学
生
を
囲
む
会
」
が
５

月
１６
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
。
早
川
和
仁

育
友
会
長
、
中
野
郁
雄
校
友

会
副
会
長
（
い
ず
れ
も
当

時
）
を
は
じ
め
と
す
る
両
会

の
役
員
と
、
留
学
生
２８
人
ら

合
わ
せ
て
５６
人
が
参
加
、
交

流
を
深
め
た
。

は
じ
め
に
４
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
両
会

の
役
員
は
留
学
生
か
ら
学
生

生
活
の
様
子
を
聞
き
、
親
身

に
な
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

続
い
て
の
懇
親
会
で
は
、

韓
国
の
崔
哲
洵
さ
ん
（
経
済

４
）
、
中
国
の
王
弘
健
さ
ん

（
商
２
）
に
よ
る
留
学
体
験

談
、
国
際
交
流
会
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｐ
」
の
紹
介
の
ほ
か
、
両
会

の
役
員
か
ら
提
供
さ
れ
た
プ

レ
ゼ
ン
ト
の
抽
選
会
が
催
さ

れ
た
。

中
国
の
梁
二
路
さ
ん
（
ネ

ッ
ト
情
報
１
）
は
「
多
く
の

方
々
と
知
り
合
い
に
な
り
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

た
。
専
修
大
学
が
ま
す
ま
す

好
き
に
な
っ
た
」と
話
し
た
。

４
月
２９
日
付
で
発
表
さ
れ

た
専
修
大
学
関
係
の
春
の
叙

勲
受
章
者
。

◇
旭
日
小
綬
章

馬
場

征
興
氏
（
ば
ば
・
ま

さ
お
き
∥
昭
３７
法
）

〈
足
立
支
部
総
会
〉

▽
６
月
２３
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
専
修
大
学
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
１
号
館
１５
階
「
報
恩
の

間
」

渡
辺
啓
泰
氏
☎
０
９

０
（
４
８
１
２
）
５
０
４
７

〈
相
模
原
支
部
総
会
〉

▽
６
月
２７
日
（
水
）
１７
時
３０

分
開
会
▽
小
田
急
線
相
模
大

野
駅
直
結
「
小
田
急
ホ
テ
ル

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
相
模
大
野
」


渋
谷
隆
宏
氏
☎
０
４
２

（
７
４
４
）
４
８
６
５

〈
宇
部
・
山
陽
小
野
田
支
部

総
会
〉

▽
７
月
７
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
宇
部
線
床
波
駅
か

ら
車
１０
分
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ

Ｎ
Ｄ
山
口
・
宇
部
」

浜
本

尚
志
氏
☎
０
８
３
６
（
３１
）

１
２
９
８

〈
札
幌
支
部
総
会
〉

▽
７
月
１０
日
（
火
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
か
ら

徒
歩
７
分
「
札
幌
全
日
空
ホ

テ
ル
」

荒
巻
耕
一
郎
氏
☎

０
９
０
（
４
６
２
９
）
６
３

９
８

〈
九
州
連
合
総
会
〉

▽
７
月
２０
日
（
金
）
１７
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
か
ら
徒
歩

８
分
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
博
多
」

郷
之
原
茂
樹

氏
☎
０
９
９
（
２
２
７
）
３

３
５
８

〈
流
山
支
部
総
会
〉

▽
７
月
２１
日
（
土
）
１４
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
南
流
山

駅
か
ら
徒
歩
２
分
「
ア
モ
ー

レ
」

馬
場
征
興
氏
☎
０４

（
７
１
５
９
）
０
２
５
２

甘
竹
会
長
が
再
選

校
友
会
代
議
員
会

６
月
９
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
「
平
成
２４
年
度
専
修

大
学
校
友
会
代
議
員
会
」
が

開
催
さ
れ
た
∥
写
真
。
全
国

か
ら
代
議
員
１
１
０
人
が
出

席
（
委
任
状
３
８
７
人
）

し
、
議
論
を
交
わ
し
た
。

は
じ
め
に
甘
竹
秀
雄
校
友

会
長
か
ら
、
東
日
本
大
震
災

の
復
興
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
校
友
や
各
支
部
に
お
礼
が

述
べ
ら
れ
、
今
後
の
校
友
会

活
動
へ
の
協
力
が
呼
び
か
け

ら
れ
た
。

議
事
で
は
「
平
成
２３
年
度

事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
監

査
報
告
」
「
平
成
２４
年
度
事

業
計
画
・
予
算
」
に
つ
い
て

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

役
員
改
選
で
は
甘
竹
会
長

が
再
選
さ
れ
た
（
３
期
目
）。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

※
代
議
員
会
報
告
の
詳
細

は
ア
ド
ニ
ス
６０
号
（
７
月
１３

日
発
行
予
定
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

全
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
を
支
え
る
若
き
ア

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
渡
辺
啓
太
さ
ん
（
平
１８

ネ
ッ
ト
情
報
）
。
渡
辺
さ
ん

は
在
学
中
に
、
柳
本
晶
一
監

督
（
当
時
）
率
い
る
同
チ
ー

ム
の
ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
抜

擢
さ
れ
、
以
後
世
界
中
で
数

多
く
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
試

合
を
見
続
け
て
い
る
。

本
書
で
は
、
高
校
の
部
活

動
で
デ
ー
タ
バ
レ
ー
を
実
践

し
た
こ
と
か
ら
開
け
た
ア
ナ

リ
ス
ト
と
し
て
の
道
や
、
全

日
本
女
子
チ
ー
ム
の
デ
ー
タ

活
用
・
分
析
術
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

い
ま
や
同
チ
ー
ム
・
眞
鍋

政
義
現
監
督
の
ト
レ
ー
ド
マ

ー
ク
に
な
っ
た
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
に

は
、
コ
ー
ト
の
状
況
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
知
ら
せ
る
最
新

鋭
の
デ
ー
タ
が
詰
ま
っ
て
い

る
。キ

ュ
ー
バ
や
中
国
の
台
頭

に
屈
し
て
い
た
か
つ
て
の
強

豪
・
日
本
は
、
復
活
を
デ
ー

タ
バ
レ
ー
に
委
ね
、
２
０
１

０
年
の
女
子
世
界
選
手
権
で

３２
年
ぶ
り
の
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
。
日
本
の
躍
進
を
支

え
た
	
戦
う
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ


は

渡
辺
啓
太
さ
ん
に
よ
る
生
き

た
デ
ー
タ
で
埋
め
尽
く
さ
れ

て
い
た
。

五
輪
、
数
々
の
世
界
大
会

の
舞
台
裏
に
つ
い
て
も
明
か

さ
れ
、
本
書
を
読
め
ば
よ
り

深
く
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。

（
東
邦
出
版
・
本
体
１
４
２

９
円
＋
税
）

１２
年
度
育
友
会
定
期
総
会

被災学生支援継続を確認被被災災学学生生支支援援継継続続をを確確認認

新
会
長
に
渡
邊
信
氏

▲ 生田キャンパスで開かれた定期総会

叙叙
勲勲
受受
章章
者者

学
生
の
成
長
支
え
た
い

音
楽
で
被
災
地
支
援
も

な
ご
や
か
に

「
留
学
生
を
囲
む
会
」

＜校友＞

わた なべ まこと

渡邊 信さ
ん

育友会の新会長

『
な
ぜ
全
日
本
女
子

バ
レ
ー
は
世
界
と

互
角
に
戦
え
る
の
か
』

勝
利
を
つ
か
む
デ
ー
タ
分
析
術

▲ 一番の盛り上がりを見

せたプレゼント抽選会

渡
辺

啓
太
著

（１２）２０１２年（平成２４年）６月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５０１号


